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皆さんの声が市政に届きました～❣ （ご当地ナンバーの導入検討が進みます）

*『請願』は、議会を通じて市民の声を市政に反映できる大事な手段です。ぜひご活用下さい。

安房広域連携を推進する「ご当地ナンバー」の導入

◆国土交通省は、観光・地域振興に活用する目的で、平成16年から「ご当地ナンバー」の普及

を進めています。今年度、４度目のご当地ナンバー（図柄入り）の募集要項が示されました。

導入の台数要件が緩和され、安房３市１町で申請すれば条件を満たすことになりました。

（軽自動車を含めて概ね8.5万台以上）

◆11月末までに導入意向の表明を行うスケジュールで、決定すると令和7年5月頃から新たな

ナンバープレートが交付されます。 （県への意向表明は10月末までの予定）

◆ご当地ナンバー導入を求める請願は、

総務委員会で審議され「継続審査」

となりましたが、市長からは、

「他市町の首長に意向を（口頭で）

確認したところ異論がなかったため、今後

各市町の企画担当で話を進める」

との発言があり、導入に向けた検討が進められることになりました。

◆当面のやるべきこと：名称を決定して、安房地域全体での住民の意向を確認する

◆ご当地ナンバー導入の検討を機に、安房広域連携への意識が高まることも期待しています。

『デュアルスクール』は、区域外就学制度を活用して、都会の子どもが保護者とともに、
住民票を異動することなく、住所地と異なる地域に一定期間滞在し、滞在先の小中学校に通う
ことができる制度で、平成28年に徳島県が始めた事業です。新たな働き方やライフスタイルの
実現、子どもの豊かな体験機会の提供、地方と都市の交流人口や関係人口の増加による地域活
性化や移住促進などが見込まれる一方、実施にあたっては都市部の学校との調整や滞在先の確
保、受け入れる学校の体制整備などの課題があります。
小規模校であっても、館山ならではの特徴を持たせ、都会の子どもたちに受け入れられれば、

生き残りに繋げることもできるのではないでしょうか。

▲千葉県初の公認ワーケーションコンシェルジュ・南房総市の山口惠子さん提供写真

関係人口の創出に寄与する「デュアルスクール」の可能性

期待される
メリット

➢ 知名度向上、話題性、PR効果
➢ 郷土愛や一体感の醸成
➢ 寄附金活用（フルカラー図柄は1000円～）

想定される
デメリット

➢ 袖ヶ浦が選択できなくなる
（現状も、袖ヶ浦以外の選択肢はない）

➢ 地域が特定されることに不安を抱く人も
➢ 広域の事業者の負担増（配置換えの際）

➢ 現時点でも希望者がいれば、館山市の学校での受け
入れは可能。一時預かりを利用して受け入れられる
保育園もある。

➢ 『デュアルスクール』について待ちの姿勢ではなく、
体験留学の実証実験のような形で積極的に課題を
解決していくことを提案しました。

左の写真は、南房総市の「ル・ファーレリゾート」と、
都心の子育て団体「こあっぷ」共催の田植えツアー。関係
人口創出のモデルケースを目指す取組が始まっています。
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日時：７月３０日（土）１４時
場所：南総文化ホール小会議室

テーマ：
『市議になってみて思うこと』

➢ 必ず事前にご予約下さい（30名）
（Eメール、TEL、FAX、公式LINEから）

➢ マスク着用、体調管理をお願いします

むろあつみの市政報告会 ～近隣の新人・女性議員をお呼びします～

むろあつみからの色々な情報を発信しています。

ご登録されても他の方には知られず、個別にご意見・ご相談を承ります。

ぜひご登録下さい！

被災した那古山遊歩道の整備について

那古山山頂の潮音台から、館山湾や市街地を望む素晴らし
い眺望には息を飲みます。令和元年房総半島台風により那古
山全体が被災し、自然林の倒木や土砂崩れが至る所で発生し
ました。
館山バイパス側の登山口（マービー化工前）から潮音台まで

（愛称「式部夢山道」）は、那古山古道野会や地元ボランティア
の協力も得ながら倒木撤去や遊歩道補修等の災害復旧作業を
行い、通行できるようになっています。
一方、那古寺本堂の裏手から潮音台に上る階段道の遊歩道は、

法面の崩落や樹木の落下等による事故が危惧され、現在も立入
禁止となっています。この階段道は民地のため復旧が遅れてい
ますが、観光客も気軽に山頂まで登れる道であり、市も重要な
観光資源との認識を持っています。
土地の所有者だけで対処できる規模ではないため、市から

国や県にも那古山周辺一帯の魅力をきちんと伝えて、共に整備
に動き出してもらうよう要望しました。

👈公式LINE“あつみの部屋”

南房総市議

高倉かつ江さん

鴨川市議

福岡梓さん

©Asami Iizuka

過去の遊歩道整備
昭和63年に館山商工会議所から「那古山の開及びその
周辺整備に関する陳情書」が提出され、那古山遊歩道
の改修整備が要望されました。
その結果、平成5年度から4カ年計画で遊歩道整備工事
を行いました。（展望台～マービー側）
（総額7,300万円、うち１/３が県の補助金）。
一方、民地の階段部分に関しては、手すり設置や補修
工事、合計約200万円を支出しています。


